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(57)【要約】
この発明は、概してモバイルパーソナル緊急応答システ
ム（ＭＰＥＲＳ）に関し、具体的には、強化された建物
内位置決めおよびユーザー可聴性の改良ＭＰＥＲＳに関
する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　改良モバイルパーソナル応答システムであって、ＧＰＳ装置と、充電ベースステーショ
ンと、ウェアラブルパーソナル送信機と、を備え、
ａ．前記ＧＰＳ装置は、派遣センターとセルラー通信し、前記ＧＰＳ装置は、セルラー送
受信機と、ＲＦ受信機と、ＧＰＳ受信機と、マイクロホンと、スピーカーと、電源と、前
記ＧＰＳ装置が前記派遣センターとのセルラー通信を開始するようにするスイッチと、を
さらに備え、
ｂ．前記充電ベースステーションは、増幅スピーカーと、主電源と、をさらに備え、前記
ＧＰＳ装置と前記充電ベースステーションとは、物理的に取り付けられることができ、前
記ＧＰＳ装置の可聴出力が、前記充電ベースステーションの増幅スピーカーで聞こえるこ
とができるようになっており、および、前記ＧＰＳ装置のバッテリーが、前記充電ベース
ステーションの前記主電源によって充電できるようになっており、
ｃ．前記ウェアラブルパーソナル送信機は、前記ＧＰＳ装置のＲＦ受信機とＲＦ通信し、
前記ウェアラブルパーソナル送信機は、ＲＦ送信機と、電源と、前記ウェアラブルパーソ
ナル送信機が前記ＧＰＳ装置のＲＦ受信機とのＲＦ通信を開始するようにするスイッチと
、をさらに備える、
改良モバイルパーソナル応答システム。
【請求項２】
　請求項１の改良モバイルパーソナル応答システムであって、前記電源はバッテリーであ
る、改良モバイルパーソナル応答システム。
【請求項３】
　請求項１の改良モバイルパーソナル応答システムであって、前記主電源は、低電圧電力
アダプタへの主電圧である、改良モバイルパーソナル応答システム。
【請求項４】
　請求項１の改良モバイルパーソナル応答システムであって、前記ウェアラブルパーソナ
ル送信機は、衝撃検出装置をさらに備え、前記衝撃検出装置は、前記ウェアラブルパーソ
ナル送信機が前記ＧＰＳ装置のＲＦ受信機とのＲＦ通信を開始するようにする、改良モバ
イルパーソナル応答システム。
【請求項５】
　請求項１の改良モバイルパーソナル応答システムであって、前記ＧＰＳ装置は、衝撃検
出装置をさらに備え、前記衝撃検出装置は、前記ＧＰＳ装置が前記派遣センターとのセル
ラー通信を開始するようにする、改良モバイルパーソナル応答システム。
【請求項６】
　請求項１の改良モバイルパーソナル応答システムを使用する方法であって、
ａ．ユーザーが前記ウェアラブルパーソナル送信機の前記スイッチを作動させ、前記ウェ
アラブルパーソナル送信機の前記ＲＦ送信機が前記ＧＰＳ装置の前記ＲＦ受信機とのＲＦ
通信を開始するようにし、
ｂ．そうすると、前記ＧＰＳ装置は、前記セルラー送受信機が前記派遣センターとのセル
ラー通信を開始するようにし、
ｃ．そうすると、前記ＧＰＳ装置は、前記ＧＰＳ装置の地理的な位置を決定するのに使用
されるインディシアを送り、
ｄ．そうすると、前記派遣センターは、前記インディシアを使用して前記ＧＰＳ装置の地
理的な位置を決定し、
ｅ．そうすると、前記派遣センターは、決定された地理的な位置に援助を派遣し、
ｆ．そうすると、前記派遣センターは、前記ユーザーと言葉で通信する、
方法。
【請求項７】
　請求項６の改良モバイルパーソナル応答システムを使用する方法であって、前記ＧＰＳ
装置は、前記充電ベースステーションに物理的に取り付けられず、前記インディシアは、



(3) JP 2017-531171 A 2017.10.19

10

20

30

40

50

前記ＧＰＳ装置の前記ＧＰＳ受信機から導かれた緯度／経度座標である、方法。
【請求項８】
　請求項６の改良モバイルパーソナル応答システムを使用する方法であって、前記ＧＰＳ
装置は、前記充電ベースステーションに物理的に取り付けられず、前記ユーザーとの前記
言葉での通信は、前記ＧＰＳユニットの前記スピーカーで出力される、方法。
【請求項９】
　請求項６の改良モバイルパーソナル応答システムを使用する方法であって、前記ＧＰＳ
装置は、前記充電ベースステーションに物理的に取り付けられ、前記インディシアは、前
記ＧＰＳ装置の前記セルラー送受信機の電話番号である、方法。
【請求項１０】
　請求項９の改良モバイルパーソナル応答システムを使用する方法であって、前記ＧＰＳ
装置の前記セルラー送受信機の前記電話番号を含む前記インディシアは、予め作成された
データベースからユーザーのアドレスおよびコード／ゾーンを検索するのに使用される、
方法。
【請求項１１】
　請求項１０の改良モバイルパーソナル応答システムを使用する方法であって、前記コー
ド／ゾーンは、前記アドレスと関連する部屋または他の位置を表す、方法。
【請求項１２】
　請求項６の改良モバイルパーソナル応答システムを使用する方法であって、前記ＧＰＳ
装置は、前記充電ベースステーションに物理的に取り付けられ、前記ユーザーとの前記言
葉での通信は、前記充電ベースステーションの前記増幅スピーカーで出力される、方法。
 
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
（関連出願への相互参照）
　この出願は、２０１５年５月１５日に提出された米国仮特許出願第６２／１６１，９０
６号の利益を享受し、それは全体として本明細書に組み込まれる。
【０００２】
　この発明は、概してモバイルパーソナル緊急応答システム（ＭＰＥＲＳ）に関し、具体
的には強化された建物内位置決めおよびユーザー可聴性の改良ＭＰＥＲＳに関する。
【背景技術】
【０００３】
　ＭＰＥＲＳは非常によく使われている。一般に、従来技術の例はＧＰＳ装置を備え、Ｇ
ＰＳ装置は以下を備える：１）ＧＰＳ受信機；２）セルラー送受信機（ＧＳＭ（登録商標
），ＣＤＭＡ等）；３）バッテリー；４）双方向通信用のスピーカーおよびマイクロホン
；および、５）監視派遣センターからの援助を要請する、または個人もしくは通信指令係
からかかってきた電話に応答するのに、使用される「ヘルプ」押しボタン。
【０００４】
　従来技術の他の例は、小型ＲＦ（通常４３３ＭｈｚまたはＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商
標））ウェアラブルパーソナル送信機と、ＲＦ受信機をさらに備えるＧＰＳ装置と、をさ
らに備え、ウェアラブルパーソナル送信機とＧＰＳ装置とが無線通信するようになってい
る。この手段によって、ＧＰＳ装置は、ウェアラブルパーソナル送信機のスイッチを作動
させることによって作動できる。平均的な送信機範囲は、＋／－６００フィートである。
【０００５】
　従来技術のこの例の１つの問題は、多くのＧＰＳ装置が、小さいスピーカーを有し（そ
れらのコンパクトなサイズのため）、ユーザーがＧＰＳ装置の近くにいなくて、それがウ
ェアラブルパーソナル送信機を介して作動するときに、ユーザーが、通信しようとする派
遣要員の声が聞こえないかもしれないようになっていることである。ユーザーが実際に派
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遣要員の声を聞くかどうかは、救援が派遣されるかどうかには関係ない。しかし、人のま
たは産業の期待は、ユーザーが派遣要員の声を、彼らがユーザーの声を聞くことができる
かそうでないかにかかわらず、聞くことができなければならないということである。
【０００６】
　従って、従来技術のより最近の例は、スタンドアロンベースステーションユニットを追
加的に備え、そのスタンドアロンベースステーションユニットは、セルラー送受信機また
は有線接続による派遣センターとのそれ自体の双方向通信を含む。ベースステーションは
、ＧＰＳ装置のように「ヘルプ」押しボタン等をさらに備えるが、しかし、ベースステー
ションは、ＧＰＳが制限されるまたは役に立たない建物の内部に通常取り付けられるので
、ＧＰＳ受信機は含まれない。また、ベースステーションは、ＧＰＳ装置用の充電ドック
を含むかもしれないし、含まないかもしれない。より重要なことには、しかしながら、ベ
ースステーションは、通信指令係の電話が受けられたときの強力な音声再生用の大きいス
ピーカーを全て含む。これらのシステムは、ＧＰＳ装置と、ウェアラブルパーソナル送信
機と、ベースステーションと、の間の相互作用を調整する様々な方法を有するが、しかし
全ての場合において、これらのようなシステムは、２つの別々の通信リンク（ＧＰＳ装置
用の１つとベースステーション用の１つ）を必要とするという不都合な点を有する。
【０００７】
　必要とされるのは、従って、（ＧＰＳ装置に）１つの通信リンクだけを必要とするＭＰ
ＥＲｓシステムであって、別々の通信リンクを含む従来のベースステーションがなく、充
電ステーションが、ＧＰＳ装置に選択的に連結できる強力な音声再生用の大きいスピーカ
ーを含む。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の目的は、ＧＰＳ装置を備えるＭＰＥＲＳシステムを提供することであり、その
ＧＰＳ装置は、それ自体が少なくとも以下を備える：１）ＧＰＳ受信機；２）セルラー送
受信機（ＧＳＭ，ＣＤＭＡ等）；３）バッテリー；４）双方向通信用のスピーカーおよび
マイクロホン；５）ウェアラブルパーソナル送信機と通信するＲＦ受信機；６）電気接続
ポートであって、ａ）ＧＰＳ装置のスピーカー出力が、充電ベースステーションの増幅ス
ピーカーに連結できるようにする；および、ｂ）ＧＰＳ装置のバッテリーが、充電ベース
ステーションの充電回路に接続されたときに再充電できるようにする、電気接続ポート；
および、７）派遣センターからの援助を要請する、または通信指令係からかかってきた電
話に応答するのに、使用される「ヘルプ」押しボタン。
【０００９】
　このＭＰＥＲＳシステムは、ウェアラブルパーソナル送信機をさらに備え、ウェアラブ
ルパーソナル送信機は、それ自体が少なくとも以下を備える：１）バッテリー；２）ＧＰ
Ｓ装置と通信するＲＦ送信機；および、３）ＧＰＳ装置によって、派遣センターからの援
助を要請するのに使用される「ヘルプ」押しボタン。このウェアラブルパーソナル送信機
は、様々な形態で存在してよく、例えば、ブレスレット、ペンダント、ウエストバンドま
たはベルト取付用ユニット、ポケットで携帯されるユニットなどである；または、代替的
に、ユーザーが着用するまたは携帯する別の物の装飾品にされてよく、例えば、眼鏡、携
帯電話、タブレットコンピュータ等である。当業者には、上記の段落０００８およびこの
段落で言及されたＲＦ送信機および受信機が、代わりに両方ともＲＦ送受信機であってよ
く、ウェアラブルパーソナル送信機とＧＰＳ装置との間の通信リンクが双方向であるよう
になっていることが、直ちに明らかである。当業者は、これによって、ＧＰＳ装置からの
データを受け取ることができる、スピーカーを介して潜在的に知らせることができる、ま
たはディスプレイまたは他の可視的表示器を介して表示することができる、ウェアラブル
パーソナル送信機を、その分野の技術者が作ることができることを認識する。
【００１０】
　このＭＰＥＲＳシステムは充電ステーションをさらに備え、その充電ステーションは、
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それ自体が少なくとも以下を備える：１）増幅スピーカー；２）主電源に接続した充電回
路；および、３）電気接続ポートであって、ａ）ＧＰＳ装置のスピーカー出力が、充電ベ
ースステーションの増幅スピーカーに連結できるようにする；および、ｂ）ＧＰＳ装置の
バッテリーが、充電ベースステーションの充電回路に接続されたときに再充電できるよう
にする、電気接続ポート。
【００１１】
　このＭＰＥＲＳシステムは、２つの基本的な方法で使用される：１）ＧＰＳ装置が充電
ベースステーションからアンドックしている；および、２）ＧＰＳ装置が充電ベースステ
ーションにドッキングしている。アンドックモードは、モバイルユーザーが採用するモー
ドであり、一方、ドッキングモードは、ＧＰＳ装置が充電ベースステーションで充電する
家庭で使用される。
【００１２】
　ＧＰＳ装置が充電ベースステーションからアンドックして使用されるならば、ユーザー
は、日常活動を行う際にＧＰＳ装置を彼のまたは彼女の体につける（またはそれを携帯す
る）。同時に、ユーザーは、ウェアラブルパーソナル送信機も彼のまたは彼女の体につけ
る（またはそれを携帯する）。次に、救援を呼ぶために、ユーザーは、ＧＰＳ装置または
ウェアラブルパーソナル送信機の「ヘルプ」ボタンを押す。ユーザーがウェアラブルパー
ソナル送信機の「ヘルプ」ボタンを押すと、ウェアラブルパーソナル送信機は、起動信号
をＧＰＳ装置に送信し、それが派遣センターへの無線音声電話を開始するようにし、同時
にＧＰＳ受信機から導かれた現在の地理座標を派遣センターに送信するようにする。ユー
ザーがＧＰＳ装置の数フィート内にいる場合、ユーザーと通信指令係とは、通常のスピー
カホンでのように会話できる。ユーザーが会話できるほど近接していないが、近くにだけ
いる場合、ユーザーは、ＧＰＳ装置のスピーカーを介して通信指令係の声を依然として聞
くことができる。ユーザーがＧＰＳ装置の「ヘルプ」ボタンを押すと、ＧＰＳ装置は、派
遣センターへの無線音声通話を開始し、同時にＧＰＳ受信機から導かれた現在の地理座標
を派遣センターに送信する。ユーザーは必ずＧＰＳ装置に近いところにいるので、ユーザ
ーと通信指令係とは、通常のスピーカホンでのように会話できる。いずれにしても、通信
指令係は、ＧＰＳ受信機から導かれた位置に援助を派遣する。
【００１３】
　ＧＰＳ装置が充電ベースステーションにドッキングして使用されるならば、ユーザーは
、日常活動を行う際にウェアラブルパーソナル送信機だけを彼のまたは彼女の体につける
（またはそれを携帯する）。次に、救援を呼ぶために、ユーザーは、ＧＰＳ装置またはウ
ェアラブルパーソナル送信機の「ヘルプ」ボタンを押す。ユーザーがウェアラブルパーソ
ナル送信機の「ヘルプ」ボタンを押すと、ウェアラブルパーソナル送信機は、起動信号を
ドッキングしているＧＰＳ装置に送信し、それが派遣センターへの無線音声通話を開始す
るようにし、同時に特有の充電ベースステーションＩＤおよび「コード／ゾーン」（家庭
内の充電ベースステーションのプリセットされた地理的な位置と、派遣センターへの通話
の（「ヘルプ」ボタンが押された）コード（理由）と、を特定する）を送信するようにす
る。ＧＰＳ装置は、ＧＰＳ信号が、充電ベースステーションが常に配置される信頼性のな
い屋内であるので、これを行う。ユーザーがＧＰＳ装置の数フィート内にいる場合、ユー
ザーと通信指令係とは、通常のスピーカホンでのように会話できる。ユーザーが会話でき
るほど近接していないが、ＧＰＳ装置と同じ家または住居にいる場合、ユーザーは、充電
ベースステーションの増幅スピーカーを介して通信指令係の声を依然として聞くことがで
きる。あるいは、ユーザーがＧＰＳ装置の「ヘルプ」ボタンを押すと、ＧＰＳ装置は、派
遣センターへの無線音声通話を開始し、同時に特有の充電ベースステーションＩＤおよび
「コード／ゾーン」（家庭内の充電ベースステーションのプリセットされた地理的な位置
と、派遣センターへの通話の（「ヘルプ」ボタンが押された）コード（理由）と、を特定
する）を送信する。上記のように、ＧＰＳ装置は、ＧＰＳ信号が、充電ベースステーショ
ンが常に配置される信頼性のない屋内であるので、これを行う。ユーザーは必ずＧＰＳ装
置に近いところにいるので、ユーザーと通信指令係とは、通常のスピーカホンでのように
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会話できる。いずれにしても、通信指令係は、ＧＰＳ受信機によって提供された特有の充
電ベースステーションＩＤおよびゾーンに関連する位置に援助を派遣する。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の一実施形態による、ＧＰＳ装置、充電ベースステーション、およびウェ
アラブルパーソナル送信機の描写である。
【図２】本発明の一実施形態による、ＧＰＳ装置、充電ベースステーション、およびウェ
アラブルパーソナル送信機のブロック図である。
【図３】ウェアラブルパーソナル送信機のボタンを押すことによってユーザーがシステム
を作動させるアンドックモードの本発明の一実施形態を使用する方法を示すフローチャー
トである。
【図４】ＧＰＳ装置のボタンを押すことによってユーザーがシステムを作動させるアンド
ックモードの本発明の一実施形態を使用する方法を示すフローチャートである。
【図５】ウェアラブルパーソナル送信機のボタンを押すことによってユーザーがシステム
を作動させるドッキングモードの本発明の一実施形態を使用する方法を示すフローチャー
トである。
【図６】ＧＰＳ装置のボタンを押すことによってユーザーがシステムを作動させるドッキ
ングモードの本発明の一実施形態を使用する方法を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　本発明は、強化された建物内位置決め機能性および聴感性の改良ＭＰＥＲＳを提供する
ことによって従来技術を改良する。
【００１６】
　以下の説明では、本発明の徹底的な理解を提供するために、予想される構成部材に関す
る多くの具体的詳細が記載される（例えば、スイッチ、スピーカー、ＲＦ送信機、受信機
、送受信機、ＧＰＳ受信機、アンテナ、バッテリー、充電回路等）。当業者は、しかしな
がら、本発明がこれらの具体的詳細から離れて実施されてよいことが分かる。他の例では
、詳細は、よく知られており、家庭用電子機器を製造するプロセスで広く使用され（例え
ば、プラスチック射出成形、電子部品を組み立てる技術等）、本発明を不必要に分かりに
くくしないように、雑多な部品が省略されている。
【００１７】
　今度は図１および２を見ると、以下を備える本発明の一実施形態が開示されている：１
）ＧＰＳ装置１００；２）充電ベースステーション２００；および３）ウェアラブルパー
ソナル送信機３００。
【００１８】
　ＧＰＳ装置１００の一実施形態は、ヘルプボタン１０１を外部に呈するコンパクトなハ
ウジング、キャンセルボタン１０２、プログラマブル機能ボタン１０３、音量アップボタ
ン１０４、音量ダウンボタン１０５、スピーカー１０６、マイクロホン１０７、およびイ
ンターフェースポート１１２を備える。内部に、ＧＰＳ装置１００は、ＧＰＳ受信機／セ
ルラー送受信機モジュール１０８と、その関連するＧＰＳアンテナ１１０と、セルラー送
受信機アンテナ１０９と、を備える。ＧＰＳ装置１００は、ＲＦ受信機１１３およびその
関連するＲＦアンテナ１１４をさらに備える。ＲＦ受信機１１３は、信号リンク１１５に
よってＧＰＳ受信機／セルラー送受信機モジュール１０８に電気的に結合する。ＧＰＳ装
置１００は、バッテリー１１１で動く。
【００１９】
　ＧＰＳ受信機／セルラー送受信機モジュール１０８は、セルラー送受信機をさらに備え
る。セルラー送受信機は、その分野でよく知られた種類のものであり、通話を行うおよび
受けるならびにデータを送るまたは受けるのに携帯電話で使用される一般的なセルラー通
信規格（ＣＤＭＡ，ＧＳＭ，ＧＰＲＳ，ＵＭＴＳ等）のいずれか１つ以上に適合し得る。
ＧＰＳ受信機／セルラー送受信機モジュール１０８を備えるソフトウェアは、テキストメ
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ッセージ、マルチメディアメッセージ（ＭＭＳ）、および同類のものなどの様々なメッセ
ージ処理フォーマットを、典型的にサポートする。ＧＰＳ受信機／セルラー送受信機モジ
ュール１０８は、セルラー送受信機アンテナ１０９に連結する。ＧＰＳ受信機／セルラー
送受信機モジュール１０８は、ＧＰＳ装置１００が充電ベースステーション２００に置か
れたときに、バッテリー１１１の充電を制御する電気回路も備える。
【００２０】
　ＧＰＳ受信機／セルラー送受信機モジュール１０８は、ＧＰＳ受信機をさらに備える。
当業者は、他の衛星を利用した地理位置情報システム用に設計された他の受信機が、代わ
りに使われてよいことを、理解する（ＧＬＯＮＡＳＳ、Ｇａｌｉｌｅｏ、ＣＯＭＰＡＳＳ
等）。ＧＰＳ受信機／セルラー送受信機モジュール１０８は、ＧＰＳアンテナ１１０に連
結する。
【００２１】
　ＧＰＳ装置１００は、ＲＦ受信機１１３およびその関連するＲＦアンテナ１１４をさら
に備える。ＲＦ受信機１１３も、バッテリー１１１で動く。ＲＦ受信機１１３は、短距離
ＲＦ通信（４３３ＭＨｚ）用に、またはパーソナルエリアネットワーク（ＰＡＮｓ）（例
えばＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標））を実現するのに、一般に使用される任意の種類で
あってよい。ＲＦ受信機１１３は、信号リンク１１５によってＧＰＳ受信機／セルラー送
受信機モジュール１０８に電気的に結合する。ウェアラブルパーソナル送信機３００のヘ
ルプボタン３０１が押されるとき、それによって、ＲＦ送信機３０２が、ＧＰＳ装置１０
０のＲＦ受信機１１３によって受信されるＲＦ信号を発する。ＲＦ受信機１１３は、これ
をＧＰＳ受信機／セルラー送受信機モジュール１０８に信号リンク１１５によって伝え、
ＧＰＳ受信機／セルラー送受信機モジュール１０８が、派遣センターに救助要請を開始す
るようにする。
【００２２】
　ＧＰＳ受信機／セルラー送受信機モジュール１０８は、ヘルプボタン１０１、キャンセ
ルボタン１０２、プログラマブル機能ボタン１０３、音量アップボタン１０４、音量ダウ
ンボタン１０５、スピーカー１０６、マイクロホン１０７、およびインターフェースポー
ト１１２に電気的に結合する。ＧＰＳ受信機／セルラー送受信機モジュール１０８も、通
話を行うまたは受けるときに使用されるので、マイクロホン１０７およびスピーカー１０
６に電気的に結合する。インターフェースポート１１２は、ＧＰＳ受信機／セルラー送受
信機モジュール１０８からの音声出力へのアクセスと、バッテリー１１１を充電するよう
に電気回路に電力を供給するアクセスと、を提供する。バッテリー１１１は、ＧＰＳ装置
１００の内側に半永久的に取り付けられてよい、またはユーザーアクセス可能であってよ
い。
【００２３】
　充電ベースステーション２００の一実施形態は、物理的に確実な搭載を提供するドッキ
ングポート２０１を有するハウジングを備え、ＧＰＳ装置１００が充電ベースステーショ
ン２００に挿入できるようになっており、ＧＰＳ装置１００のインターフェースポート１
１２が、充電ベースステーション２００のインターフェースポート１１２に嵌合できるよ
うになっている。充電ベースステーション２００は、増幅器２０４に連結したスピーカー
２０３をさらに備える。充電ベースステーション２００は、バッテリー２０５と、充電ベ
ースステーション２００および充電バッテリー２０５に主電源を提供する充電ポート２０
６と、も備える。通常、低圧変圧器またはアダプタへの外付け主電圧が、充電ポート２０
６に接続されてよい。バッテリー２０５は、電力が充電ポート２０６を介して利用できな
いときに、充電ベースステーション２００に電力を供給するように提供される。ＧＰＳ装
置１００が充電ベースステーション２００にドッキングするとき、ＧＰＳ受信機／セルラ
ー送受信機モジュール１０８の音声出力は、充電ベースステーション２００の増幅器２０
４に（およびそこからスピーカー２０３に）接続する。同時に、ＧＰＳ装置１００のＧＰ
Ｓ受信機／セルラー送受信機モジュール１０８に電力が供給され、バッテリー１１１を充
電する。
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【００２４】
　ウェアラブルパーソナル送信機３００の一実施形態は、ＲＦ送信機３０２およびその関
連するＲＦアンテナ３０３を備える。ＲＦ送信機３０２は、バッテリー３０４で動く。Ｒ
Ｆ送信機３０２は、短距離ＲＦ通信（４３３ＭＨｚ）用に、またはパーソナルエリアネッ
トワーク（ＰＡＮｓ）（例えばＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標））を実現するのに、一般
に使用される任意の種類であってよい。ＲＦ送信機３０２は、ヘルプボタン３０１に電気
的に結合する。ウェアラブルパーソナル送信機３００のヘルプボタン３０１が押されると
き、それは、ＲＦ送信機３０２がＲＦ信号を発するようにし、そのＲＦ信号は、ＧＰＳ装
置１００のＲＦ受信機１１３によって受信されたときにＧＰＳ受信機／セルラー送受信機
モジュール１０８が、派遣センターに救助要請を開始するようにする。ウェアラブルパー
ソナル送信機３００は図で腕時計の形態で描かれているが、当業者は、ウェアラブルパー
ソナル送信機３００が、ペンダント、ブレスレット、およびクリップを含むがこれに限定
されるものではない多くの形態で装飾品にされ得ることを、直ちに分かる。
【００２５】
　通常、本発明の改良ＭＰＥＲＳは、次のような使用のために設定されている。最初に、
ＧＰＳ装置１００のＧＰＳ受信機／セルラー送受信機モジュール１０８と関連する特有の
電話番号が、ユーザーの身元と、ユーザーの連絡先情報と、ユーザーのアカウント番号お
よびアカウントおよび課金情報と、と共に派遣センターのデータベースに収納される。次
に、充電ベースステーション２００の充電ベースステーションＩＤと、充電ベースステー
ション２００が物理的に位置するアドレスと、が、充電ベースステーション２００が取り
付けられている、部屋、アパート、または供給アドレスの一連の建物の特性と共に、派遣
センターのデータベースに収納される。これらは、ＧＰＳ装置１００と充電ベースステー
ション２００とがドッキングモードで動作するときにＧＰＳ装置１００からメッセージが
受信されたときにシステムによって作られたコード／ゾーンのゾーンを形成する。コード
／ゾーンのコードは、ＧＰＳ装置１００によって送信され、メッセージが送られた理由を
表す。通常これは、ドッキングモードで動作するときにいずれかのヘルプボタン１０１ま
たは３０１が押されたことを表すが、しかし当業者は、他のコードが考えられることを認
識し、バッテリー１１１，２０５，および３０４に関する状態を表すコード等を含むがこ
れに限定されるものではない。本発明の本質的要素からそれないように、ＧＰＳ装置１０
０から送られたものもあれば派遣センターのデータベースから自動的に検索されたものも
ある、情報のこの混合物は、「充電ベースステーションＩＤ‐コード／ゾーン」と称され
る。
【００２６】
　通常、ＧＰＳ受信機／セルラー送受信機モジュール１０８は、１つの派遣番号または同
様に機能する派遣番号のバンクの１つの派遣番号に電話をかけるおよびから電話を受ける
ように前もってプログラムされる。従って、ユーザーがＧＰＳ装置１００のヘルプボタン
１０１を作動させるとき、ＧＰＳ受信機／セルラー送受信機モジュール１０８は、前もっ
てプログラムされた派遣番号への電話を開始する。次に、派遣センターが応答した後で、
アクションの２つのセットの１つが生じる：最初に、ＧＰＳ装置１００が充電ベースステ
ーション２００からアンドックしている場合（表向きは外部に）ＧＰＳ受信機／セルラー
送受信機モジュール１０８は、ユーザーのＧＰＳ由来経緯度位置をかけた派遣番号に知ら
せる。これは、合成音声を使用してなされてよいが、しかし通常ユーザーのＧＰＳ由来経
緯度位置は、かけた派遣番号に同時に送られたデータ送信またはテキストメッセージによ
って提供される。加入者の身元は、ＧＰＳ装置１００のＧＰＳ受信機／セルラー送受信機
モジュール１０８と関連する特有の電話番号および／またはアカウント番号から知られる
。交互に、ＧＰＳ装置１００が充電ベースステーション２００にドッキングしている場合
（表向きは内部に）ＧＰＳ受信機／セルラー送受信機モジュール１０８は、ユーザーの特
有の充電ベースステーションＩＤ‐コード／ゾーンをかけた派遣番号に知らせる。これは
、合成音声を使用してなされてよいが、しかし通常ユーザーの特有の充電ベースステーシ
ョンＩＤ‐コード／ゾーンは、かけた派遣番号に同時に送られたデータ送信またはテキス
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トメッセージによって提供される。上記のように、加入者の身元は、ＧＰＳ装置１００の
ＧＰＳ受信機／セルラー送受信機モジュール１０８と関連する特有の電話番号および／ま
たはアカウント番号から知られる。上記のモードの両方で、キャンセルボタン１０２、プ
ログラマブル機能ボタン１０３、音量アップボタン１０４、音量ダウンボタン１０５は、
それぞれ、電話を終わらせる、ユーザーによってプログラムされた特殊機能を呼び出す、
音量を上げる、および音量を下げる、働きをする。
【００２７】
　派遣センターがユーザーに電話すると、通話は、ユーザーが操作しなくてもＧＰＳ装置
１００で自動的に終わる。次に、ＧＰＳ装置１００が応答した後で、アクションの２つの
セットの１つが生じる：最初に、ＧＰＳ装置１００が充電ベースステーション２００から
アンドックしている場合（表向きは外部に）ＧＰＳ受信機／セルラー送受信機モジュール
１０８は、ユーザーのＧＰＳ位置を発信派遣番号に知らせる。これは、合成音声を使用し
てなされてよいが、しかし通常ユーザーのＧＰＳ位置は、発信派遣番号に同時に送られた
テキストメッセージによって提供される。交互に、ＧＰＳ装置１００が充電ベースステー
ション２００にドッキングしている場合（表向きは内部に）ＧＰＳ受信機／セルラー送受
信機モジュール１０８は、ユーザーのプリセットされた特有の充電ベースステーションＩ
Ｄ‐コード／ゾーンを発信派遣番号に知らせる。これは、合成音声を使用してなされてよ
いが、しかし通常ユーザーの特有の充電ベースステーションＩＤ‐コード／ゾーンは、発
信派遣番号に同時に送られたデータ送信またはテキストメッセージによって提供される。
これらのモードの両方で、キャンセルボタン１０２、プログラマブル機能ボタン１０３、
音量アップボタン１０４、音量ダウンボタン１０５は、それぞれ、電話を終わらせる、ユ
ーザーによってプログラムされた特殊機能を呼び出す、音量を上げる、および音量を下げ
る、働きをする。
【００２８】
　ＧＰＳ装置１００がドッキングポート２０１を介して充電ベースステーション２００に
挿入されたときに（派遣センターからの増幅された音声がスピーカー２０３から発せられ
るように）、充電ベースステーション２００のスピーカー２０３および増幅器２０４が作
動するので、ユーザーが、ドッキングしているＧＰＳ装置１００にマイクロホン１０７に
よって検出されるほど十分近い場合、ユーザーと派遣センターとは、通常通り会話できる
。ユーザーが、ドッキングしているＧＰＳ装置１００に聞き取れるほど十分近くない場合
、派遣センターは、増幅器２０４および付属スピーカー２０３を介してユーザーに言葉の
上で保証する。これは、ユーザーが、ドッキングしているＧＰＳ装置１００に通信指令係
と会話するほど十分近くなくても、ユーザーが派遣センターの声を少なくとも聞くことが
できるようにする。これは、ドッキングしているＧＰＳ装置１００から少し離れた所で（
すなわち別の部屋で）ウェアラブルパーソナル送信機３００のヘルプボタン３０１によっ
て救助要請を開始するときに、最も有用である。
【００２９】
　このＭＰＥＲＳシステムは、２つの基本的な方法で使用される：１）ＧＰＳ装置１００
が充電ベースステーション２００からアンドックしている；および、２）ＧＰＳ装置１０
０が充電ベースステーション２００にドッキングしている。アンドックモードは、モバイ
ルユーザーが採用するモードであり、一方、ドッキングモードは、ＧＰＳ装置が充電ベー
スステーション２００で充電する家庭で使用される。
【００３０】
　ＧＰＳ装置１００が充電ベースステーション２００からアンドックして使用される場合
、ユーザーは、日常活動を行う際にＧＰＳ装置１００を彼のまたは彼女の体につける（ま
たはそれを携帯する）。同時に、ユーザーは、ウェアラブルパーソナル送信機３００を彼
のまたは彼女の体につける（またはそれを携帯する）。次に、救援を呼ぶために、ユーザ
ーは、ＧＰＳ装置のヘルプボタン１０１またはウェアラブルパーソナル送信機３００のヘ
ルプボタン３０１を押す。
【００３１】
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　今度は図１～３に関し、ユーザーがウェアラブルパーソナル送信機３００のヘルプボタ
ン３０１を押すと、ウェアラブルパーソナル送信機３００は、ＲＦ送信機３０２によって
起動信号をＲＦ受信機１１３によってＧＰＳ装置１００に送信する（４０１，４０２）。
ＲＦ受信機１１３は、このイベントを信号リンク１１５によってＧＰＳ受信機／セルラー
送受信機モジュール１０８に通信し、ＧＰＳ受信機／セルラー送受信機モジュール１０８
が、派遣センターへの無線音声通話を開始するようにし、同時にＧＰＳ受信機／セルラー
送受信機モジュール１０８から導かれた現在の地理座標を派遣センターに送信するように
する。加入者の身元は、ＧＰＳ装置１００のＧＰＳ受信機／セルラー送受信機モジュール
１０８と関連する特有の電話番号および／またはアカウント番号から知られる（４０３）
。次に、派遣センターは、ＧＰＳ受信機／セルラー送受信機モジュール１０８から導かれ
た地理座標に自動的に救助を送る（４０４）。ユーザーがＧＰＳ装置１００の数フィート
内にいる場合、ユーザーと通信指令係とは、通常のスピーカホンでのように会話できる（
４０５，４０６）。ユーザーが、ＧＰＳ装置１００に、会話できるほど近接していないが
、近くにだけいる場合、ユーザーは、ＧＰＳ装置１００のスピーカー１０６を介して通信
指令係の声を依然として聞くことができる（４０５，４０７）。
【００３２】
　今度は図１，２および４に関し、交互に、ユーザーがＧＰＳ装置１００のヘルプボタン
１０１を押すと、ＧＰＳ装置１００は、ＧＰＳ受信機／セルラー送受信機モジュール１０
８が派遣センターへの無線音声通話を開始するようにし、同時にＧＰＳ受信機／セルラー
送受信機モジュール１０８から導かれた現在の地理座標を派遣センターに送信する。加入
者の身元は、ＧＰＳ装置１００のＧＰＳ受信機／セルラー送受信機モジュール１０８と関
連する特有の電話番号および／またはアカウント番号から知られる（４１０，４１１）。
派遣センターは、ＧＰＳ受信機／セルラー送受信機モジュール１０８から導かれた地理座
標に自動的に救助を送る（４１２）。ユーザーは必ずＧＰＳ装置１００に近いところにい
るので、ユーザーと通信指令係とは、通常のスピーカホンでのように会話できる（４１３
）。
【００３３】
　上記のいずれにしても、通信指令係は、ユーザーが会話できるかそうでないかにかかわ
らず、ＧＰＳ受信機／セルラー送受信機モジュール１０８から導かれた位置に援助を自動
的に派遣する。
【００３４】
　ＧＰＳ装置１００が充電ベースステーション２００にドッキングして使用される場合、
ユーザーは、日常活動を行う際にウェアラブルパーソナル送信機３００だけを彼のまたは
彼女の体につける（またはそれを携帯する）。次に、救援を呼ぶために、ユーザーは、Ｇ
ＰＳ装置のヘルプボタン１０１（それの近くであれば）またはウェアラブルパーソナル送
信機３００のヘルプボタン３０１を押す。
【００３５】
　今度は図１，２，および５に関し、ユーザーがウェアラブルパーソナル送信機３００の
ヘルプボタン３０１を押すと、ウェアラブルパーソナル送信機３００は、ＲＦ送信機３０
２によって起動信号をＲＦ受信機１１３によってドッキングしているＧＰＳ装置１００に
送信する（４２０，４２１）。ＲＦ受信機１１３は、このイベントを信号リンク１１５に
よってＧＰＳ受信機／セルラー送受信機モジュール１０８に通信し、ＧＰＳ受信機／セル
ラー送受信機モジュール１０８が、派遣センターへの無線音声通話を開始するようにする
。加入者の身元は、ＧＰＳ装置１００のＧＰＳ受信機／セルラー送受信機モジュール１０
８と関連する特有の電話番号および／またはアカウント番号から知られる。この場合、ド
ッキングしているＧＰＳ装置１００は、ＧＰＳ受信機／セルラー送受信機モジュール１０
８から導かれた現在の地理座標を送らない。むしろ、これが生じるとき、派遣センターで
管理されるデータベースは、充電ベースステーションＩＤ‐コード／ゾーンを使用してア
クセスされ、ＧＰＳ受信機／セルラー送受信機モジュール１０８と関連する地理的な位置
（アドレス）およびゾーン（台所、浴室、寝室）を検索する（４２２）。この情報は、通
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信指令係に表示され、通信指令係は、それから表示された部屋を参照して表示されたアド
レスに援助を派遣する（４２３）。ユーザーがＧＰＳ装置１００の数フィート内にいる場
合、ユーザーと通信指令係とは、通常のスピーカホンでのように会話できる（４２４，４
２５）。ユーザーが会話できるほど近接していない場合、ユーザーは、充電ベースステー
ション２００の増幅スピーカー２０３を介して通信指令係の声を聞くことができる（４２
４，４２６）。
【００３６】
　今度は図１，２，および６に関し、交互に、ユーザーが、ドッキングしているＧＰＳ装
置１００のヘルプボタン１０１を押すと、ドッキングしているＧＰＳ装置１００は、ＧＰ
Ｓ受信機／セルラー送受信機モジュール１０８が、派遣センターへの無線音声通話を開始
するようにする。加入者の身元は、ＧＰＳ装置１００のＧＰＳ受信機／セルラー送受信機
モジュール１０８と関連する特有の電話番号および／またはアカウント番号から知られる
。この場合、ドッキングしているＧＰＳ装置１００は、ＧＰＳ受信機／セルラー送受信機
モジュール１０８から導かれた現在の地理座標を送らない。むしろ、これが生じるとき、
派遣センターで管理されるデータベースは、充電ベースステーションＩＤ‐コード／ゾー
ンを使用してアクセスされ、ＧＰＳ受信機／セルラー送受信機モジュール１０８と関連す
る地理的な位置（アドレス）およびゾーン（台所、浴室、寝室）を検索する（４３０，４
３１）。この情報は、通信指令係に表示され、通信指令係は、それから表示された部屋を
参照して表示されたアドレスに援助を派遣する（４３２）。ユーザーはＧＰＳ装置１００
に近いところにいるので、ユーザーと通信指令係とは、通常のスピーカホンでのように会
話できる（４３３）。
【００３７】
　上記の場合の両方で、通信指令係は、ユーザーが会話できるかそうでないかにかかわら
ず、ＧＰＳ受信機／セルラー送受信機モジュール１０８と関連する地理的な位置（アドレ
ス）およびゾーン（台所、浴室、寝室等）に援助を自動的に派遣する。
【００３８】
　前述の開示は、システムが２つの基本的なモードで使用されることを容認する：ＧＰＳ
装置１００と充電ベースステーション２００とがドッキングしている、または物理的に接
続している、およびアンドックしている、または物理的に非接続である。当業者は、ドッ
キングモードのシステムの動作のいくつかの特徴が、アンドックモードで実施されてよい
ことを、直ちに分かる。例えば、ＧＰＳ装置１００と充電ベースステーション２００とが
アンドックしているが、それらの間に無線接続が存在するように近接している場合、その
ときヘルプボタン１０１または３０１が押されたときに通常ＧＰＳ装置１００によって再
生される音声は、拡声音量再生のために充電ベースステーション２００に再現されてよい
。当然、前述の開示を考えると、ＧＰＳ装置１００は、この例では充電ベースステーショ
ン２００によって充電されない。しかしながら、当業者は、ＧＰＳ装置１００と充電ベー
スステーション２００とが、誘導充電回路／アンテナを組み込むことができ、ＧＰＳ装置
１００の再充電が充電ベースステーション２００からある距離を置いて達成できるように
なっていることを、直ちに認識する。
【００３９】
　前述の開示は、セルラー無線電話技術システムが、ＧＰＳ装置１００が派遣センターと
通信する通信媒体を提供することを容認する。これは、限定と受け取られないが、しかし
ながら、あらゆる適切な有線または無線による通信ネットワークが置き換えられてよく、
Ｗｉ‐Ｆｉを含むがこれに限定されるものではなく、または他のピコおよびマイクロセル
ラーデータ通信システムが用いられてよい。同様に、衛星データ通信システムが、等しく
有用である。
【００４０】
　前述の開示は、システムがドッキングモードで使用されるときに送信されたゾーン／コ
ードのコード部分が、ＧＰＳ装置１００またはウェアラブルパーソナル送信機３００のヘ
ルプボタン１０１が動作したことを通常示すことを容認する。当業者には、他のコードが
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送信されてよいことが直ちに明らかである。例えば１つのまたは複数のコードは、ＧＰＳ
装置１００、充電ベースステーション２００、またはウェアラブルパーソナル送信機３０
０の全ておよびまたは中のバッテリー状態またはレベルを示してよい。同様に、ＧＰＳ装
置１００は、他のボタン作動を示すコードを送信してよい。同様に、ＧＰＳ装置１００は
、ＧＰＳ装置１００がドッキングしたまたは充電ベースステーション２００からアンドッ
クしたことを示すコードを送信してよい。同様に、ＧＰＳ装置１００は、補助無線機器か
ら信号が受信されたことを示すコードを送信してよく、例えば、火災警報、一酸化炭素ア
ラーム、浸水警報、電力損失アラーム、運動センサ、ガラス割れ、ドア、窓割れ等である
が、これに限定されるものではない。
【００４１】
　前述の発明は、他の機能も含んでよい。例えば、落下または衝撃検出装置が、ＧＰＳ装
置１００またはウェアラブルパーソナル送信機３００に含まれてよい。本発明のそのよう
な実施は、プリセットレベルの衝撃が生じた場合に、ユーザーが、ＧＰＳ装置１００また
はウェアラブルパーソナル送信機３００のヘルプボタン１０１または３０１を押したかの
ように同様に機能する。同様に、ＧＰＳ装置１００またはウェアラブルパーソナル送信機
３００は、様々な情報を表示することができるユーザーディスプレイを含んでよく、その
様々な情報は、１）システムのモード；２）セルラーシステムの信号強度；３）装置に電
力を供給するバッテリー１１１または３０４の状態；または、４）派遣センターからのメ
ッセージ、を含む。
 

【図１】 【図２】
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